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1. 平成27年3月期の業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 9,255 △3.8 263 △35.2 276 △34.0 167 △35.9
26年3月期 9,616 1.4 406 16.7 419 16.1 261 19.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年3月期 13.76 ― 4.2 4.3 2.8
26年3月期 21.47 ― 6.9 6.5 4.2

（参考） 持分法投資損益 27年3月期 ―百万円 26年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 6,506 4,039 62.1 331.05
26年3月期 6,402 3,883 60.6 318.23

（参考） 自己資本 27年3月期 4,039百万円 26年3月期 3,883百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 277 △208 △68 33
26年3月期 56 14 △71 32

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00 48 18.6 1.3
27年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00 48 29.1 1.2
28年3月期(予想) ― 0.00 ― 4.00 4.00 21.2

3. 平成28年 3月期の業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,700 2.6 130 13.6 130 7.1 80 11.2 6.56
通期 9,800 5.9 350 32.7 360 30.1 230 37.0 18.85



※ 注記事項 
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 12,222,080 株 26年3月期 12,222,080 株
② 期末自己株式数 27年3月期 19,598 株 26年3月期 19,303 株
③ 期中平均株式数 27年3月期 12,202,702 株 26年3月期 12,203,487 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は
終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等
については、添付資料Ｐ.2「１．経営成績・財政状態に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

当期のわが国経済は、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が和らぎつつあるものの、

度重なる天候不順等や、一段と進行した円安による生活必需品の価格押し上げ等により、個人消費は低

調に推移しております。また、為替相場や原油相場の急激な変動、新興国経済の成長鈍化への警戒感、

欧州・中東などでの地政学リスクへの懸念等の海外情勢もあり、消費税再引き上げ時期が延期されたと

はいうものの、国内の景気動向は不透明な状況で推移しました。 

こうした経済環境のなかで当社は、化成品事業における安定的な事業収益を生み出す事業基盤強化へ

の取組み、油脂事業における適正な利益を確保できる体制の構築に注力し、さらに、工場におけるコス

ト競争力・購買力・生産技術力及び品質保証体制の強化などの経営基盤の安定・強化に引き続き取組ん

でまいりました。 

 当期の業績は、売上高では、化成品事業は増加したものの、油脂事業・その他は減少し、92億55百万

円（前年同期比3.8％減）となりました。 

 また、利益面では、化成品事業における業務提携先ＯＥＭの売上高が増加したものの、油脂事業及び

化成品事業における自社業務品、ＯＥＭの売上高の減少等が影響し、営業利益は２億63百万円（前年同

期比35.2％減）となり、営業外収支の改善もあり、経常利益は２億76百万円（前年同期比34.0％減）と

なりました。また、当期純利益は、法人税等改正の影響による繰延税金資産の取崩しがあったものの、

税額控除の増加等の法人税軽減効果もあり１億67百万円（前年同期比35.9％減）となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

（油脂事業）当社の油脂事業は、精製受託、業務用斗缶販売、小瓶充填・小ロット精製から構成されて

います。 

精製受託は、主力のコーン油、なたね油共に受託量が減少し、売上高は前年同期を下回りました。 

業務用斗缶販売は、市場価格が低水準で推移するなか、可能な限り製品価格の是正に努めつつ、新商

品も上市し、販売数量の確保にも注力したものの、売上高は前年同期を下回りました。 

小瓶充填・小ロット精製は、自社プレミアムオイルの販売量が伸び悩んだほか、ＯＥＭ品の受託も減

少し、売上高は前年同期を下回りました。 

以上の結果、油脂事業の売上高は、42億 48百万円で、前年同期比 7.7％減となりました。セグメント

利益は、２億 26百万円で、前年同期比 16.5％減となりました。 

 

（化成品事業）当社の化成品事業は、自社業務品、ＯＥＭ及び業務提携先ＯＥＭから構成されています。 

自社業務品は、外食店、食品加工工場向けに中性洗剤、厨房機器用洗浄剤や除菌洗浄剤の拡販を行っ

てまいりました。主に除菌洗浄剤を中心とした食品加工工場向けのサニテーション提案に努めておりま

す。当期においては、外食産業、食品加工工場の衛生管理に貢献できる抗菌剤及びフライヤー用洗浄剤

が年間を通じて順調に推移しましたが、中性洗剤等の販売が減少したことにより、売上高は前年同期を

下回りました。 

ＯＥＭは、新規ＯＥＭが獲得できたものの、既存の量販店や生協向けのハウスホールド製品を始めと

して、ＯＥＭの受託は全般的に低迷し、売上高は前年同期を下回りました。 

業務提携先ＯＥＭは、ケミカル関連商品、業務用関連商品及び家庭用自動食器洗浄機用洗剤の受託は

好調に推移し、売上高は前年同期を上回りました。 

以上の結果、化成品事業の売上高は、47億 20百万円で、前年同期比 1.3％増となりました。セグメン

ト利益は、６億 34百万円で、前年同期比 7.7％減となりました。 

 

（その他）その他については、物流業務における流通加工受託業務が減少し、前年同期を下回りました。 

以上の結果、その他の売上高は、２億 86 百万円で、前年同期比 19.1％減となりました。セグメント

利益は、89百万円で、前年同期比 30.7％減となりました。 
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  セグメント別売上状況                  （単位:百万円未満切捨て） 

      年 度 

 

セグメント 

前    期 

（25．4～26．3） 

当    期 

（26．4～27．3） 
増減金額 

（△印減） 

対前期

増減率 
金  額 構成比 金  額 構成比 

油 脂 事 業 
百万円 

4,604 

％ 

47.9 

百万円 

4,248 

％ 

45.9 

百万円 

△356 

％ 

△7.7 

化成品事業 4,657 48.4 4,720 51.0 62    1.3 

そ  の  他    354    3.7    286    3.1 △67 △19.1 

合      計 9,616  100.0 9,255  100.0   △361 △3.8 

 

（次期の見通し） 

 今後のわが国経済は、個人消費の回復は緩やかなものになると想定され、欧州経済の動向や新興国経

済の成長鈍化傾向等海外情勢への懸念等もあり、先行きの情勢を見極めることが困難な状況となってお

ります。 

このような経済環境のなか、当社は、「３．経営方針（３）会社の対処すべき課題」に掲げている課

題に全力をあげて取組み、油脂事業における業務用斗缶販売において適正な利益を確保できる体制の構

築に注力し、化成品事業における自社業務品の拡充を進め、また、工場におけるコスト競争力・購買力・

生産技術力及び品質保証体制の強化に努めてまいります。 

これらの経営努力により、通期の業績につきましては、売上高 98 億円（前年同期比 5.9％増）、営業

利益は３億 50百万円（前年同期比 32.7％増）、経常利益は３億 60百万円（前年同期比 30.1％増）、当期

純利益は２億 30百万円（前年同期比 37.0％増）を見込んでおります。 

 

（２）財政状態に関する分析 

 （資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析） 

 １．資産、負債及び純資産の状況 

当期末の総資産は、前期末に比べ１億３百万円増加の65億６百万円となりました。短期貸付金など

が増加し流動資産合計は40百万円の増加となり、有形固定資産、投資有価証券などの投資その他の資

産が増加したことなどにより固定資産合計は63百万円増加しました。また、買掛金、未払法人税等の

減少などにより負債合計は52百万円減少し24億66百万円となりました。一方、純資産につきましては、

利益剰余金の増加などにより前期末に比べ１億56百万円増加し、40億39百万円となりました。 

 ２．キャッシュ・フローの状況 

当期における営業活動によるキャッシュ・フローは、２億 77百万円の収入（前年同期は 56百万円

の収入）となりました。主な資金増加の要因は、税引前当期純利益２億 74 百万円、減価償却費１億

20百万円、その他の負債の増加額 72百万円、一方主な資金減少の要因は、仕入債務の減少額 62百万

円、法人税等の支払額１億 60百万円などであります。また、投資活動によるキャッシュ・フローは、

２億８百万円の支出（前年同期 14百万円の収入）となりました。資金減少の要因は、有形固定資産の

取得による支出１億 47百万円、貸付金の増加などによる支出１億５百万円であります。財務活動によ

るキャッシュ・フローは、68 百万円の支出（前年同期は 71 百万円の支出）となりました。これは主

に、配当金の支払いによる支出によるものであります。この結果、現金及び現金同等物の期末残高は

ほぼ前期末並みの 33百万円となりました。 

  キャッシュ・フローの状況                 （単位:百万円未満切捨て） 

 前 期 当 期 増 減 

営業活動によるキャッシュ・フロー   56    277  220  

投資活動によるキャッシュ・フロー    14    △208    △223  

財務活動によるキャッシュ・フロー   △71    △68  2  

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）      0       0  0    

現金及び現金同等物の期末残高   32    33  0  
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３．次期における資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの見通し 

次期のキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益、減価償

却費の増加などから収入が増えることを見込んでおります。投資活動によるキャッシュ・フローは、

設備投資支出として約２億円を予定しております。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の

支払などを予定しております。以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、当期並みの 30百万円

を予想しております。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

配当に関しましては、収益の向上、経営基盤の強化を目指しながら経営環境等も勘案し安定的に行う

ことを基本方針としております。なお、内部留保につきましては、経営体質の強化及び将来の事業展開

に備えることとしたいと存じます。 

当期の利益配当金につきましては、上記の基本方針を踏まえて、１株４円として、第 205期定時株主

総会に提案させて頂く予定です。 

また、次期配当につきましても、上記基本方針を踏まえて決定する予定であります。なお、現時点に

おいては、１株当たり年間配当金は４円を予定しております。 

 

２．企業集団の状況 

当社の企業集団は、当社、親会社及び関連当事者（主要株主）１社で構成され、油脂及び化成品の製

造販売を主な内容とし、さらに、物流事業及び各事業に関連するその他のサービス等の事業活動を展開

しております。 

 

３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当社は、経営活動を通じ、社会に「美」と「健康」と「安全」をもって快適さを提供し、存在価値あ

る企業の実現を目指すことを経営理念とし、おいしさと健康を求めた食用油、清潔な生活に役立つ洗浄

剤等、毎日の暮らしや業務に欠かせない高品質で多様な製品づくりに積極的に取組んでおります。 

 

（２）目標とする経営指標及び中長期的な会社の経営戦略 

 当社は、安定的に、売上高 100億円以上、営業利益４億円以上を確保できる企業体を確固たるものに

することを目指して、更なる改善に取組んでおります。 

 

（３）会社の対処すべき課題 

油脂事業では、業務用斗缶販売において適正な利益を確保しつつ、販売量の拡大に取組み、小瓶小ロ

ット精製設備等を活用した付加価値商品、差別化商品の開発に努め、新規分野への事業展開を進めます。 
化成品事業では、安定的な事業収益を生み出す事業基盤の強化へ向けた取組みを進めます。 
①自社業務品においては、末端志向型のカテゴリー別、チャネル別販売戦略の明確化と実践。 
②次代の中核事業として、事業基盤の確立を進める工業用洗浄剤分野での黒字化確保。 
③研究開発では、衛生管理技術・ノウハウの深化・拡大と、利益商材化の迅速化。 

 さらに、工場におけるコスト競争力・購買力・生産技術力及び品質保証体制の強化を進め、効率的な 
経営体制を構築し、リスク管理体制の強化に努めます。 

以上を確実に実行することにより、経営基盤の安定・強化に向けて、引き続き努力してまいる所存で 
あります。そのなかで、平成 28 年３月期につきましては、売上高 98 億円、営業利益３億 50 百万円を

数値目標としております。 
 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

 当社の業務は現在日本国内に限定されており、海外での活動がないことから、今後のＩＦＲＳ（国際

会計基準）の採用動向には注視しますが、当面は日本基準を採用することとしております。 
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５．財務諸表 

（１）貸借対照表 

  

                      (単位：千円) 

                    
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 32,126 32,350 

    受取手形 74,328 86,031 

    売掛金 2,352,331 2,353,827 

    有価証券 816 816 

    商品及び製品 237,455 250,108 

    原材料及び貯蔵品 138,286 105,166 

    前払費用 7,481 7,243 

    繰延税金資産 45,372 38,077 

    短期貸付金 244,157 350,083 

    その他 61,169 10,096 

    流動資産合計 3,193,524 3,233,801 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物（純額） 699,915 719,033 

      構築物（純額） 63,550 79,000 

      機械及び装置（純額） 168,344 189,702 

      工具、器具及び備品（純額） 21,347 18,134 

      土地 1,919,093 1,919,093 

      リース資産（純額） 47,358 31,782 

      建設仮勘定 8,443 12,754 

      有形固定資産合計 2,928,053 2,969,501 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 11,872 4,638 

      その他 5,106 4,783 

      無形固定資産合計 16,979 9,421 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 139,280 189,886 

      繰延税金資産 117,800 99,156 

      その他 7,838 5,316 

      貸倒引当金 △657 △657 

      投資その他の資産合計 264,261 293,702 

    固定資産合計 3,209,294 3,272,625 

  資産合計 6,402,819 6,506,427 
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                      (単位：千円) 

                    
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形 60,403 51,950 

    買掛金 1,232,987 1,179,142 

    リース債務 19,999 14,574 

    未払金 579,727 605,491 

    未払法人税等 91,922 25,153 

    預り金 3,595 3,798 

    前受収益 600 600 

    賞与引当金 58,634 53,786 

    役員賞与引当金 4,132 3,417 

    その他 34,594 82,512 

    流動負債合計 2,086,598 2,020,427 

  固定負債     

    リース債務 30,238 19,574 

    退職給付引当金 368,005 380,597 

    役員退職慰労引当金 25,180 36,930 

    その他 9,519 9,275 

    固定負債合計 432,943 446,377 

  負債合計 2,519,542 2,466,804 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,299,104 1,299,104 

    資本剰余金     

      資本準備金 1,165,353 1,165,353 

      資本剰余金合計 1,165,353 1,165,353 

    利益剰余金     

      利益準備金 188,221 188,221 

      その他利益剰余金     

        別途積立金 100,000 100,000 

        繰越利益剰余金 1,097,229 1,216,340 

      利益剰余金合計 1,385,450 1,504,561 

    自己株式 △6,938 △7,042 

    株主資本合計 3,842,969 3,961,976 

  評価・換算差額等     

    その他有価証券評価差額金 40,308 77,645 

    評価・換算差額等合計 40,308 77,645 

  純資産合計 3,883,277 4,039,622 

負債純資産合計 6,402,819 6,506,427 
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（２）損益計算書 

  

                      (単位：千円) 

                    前事業年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高     

  売上高 9,616,642 9,255,467 

売上原価     

  製品期首たな卸高 216,515 237,455 

  当期商品仕入高 18,685 11,459 

  当期製品製造原価 8,243,007 8,032,043 

  合計 8,478,208 8,280,958 

  製品期末たな卸高 237,455 250,108 

  差引 8,240,753 8,030,850 

  他勘定振替高 2,648 3,717 

  他勘定受入高 4,345 3,988 

  売上原価合計 8,242,450 8,031,121 

売上総利益 1,374,191 1,224,346 

販売費及び一般管理費 967,441 960,595 

営業利益 406,750 263,750 

営業外収益     

  受取利息 303 493 

  有価証券利息 0 0 

  受取配当金 4,497 4,228 

  仕入割引 3,940 3,977 

  受取地代家賃 2,533 2,584 

  その他 1,623 1,935 

  営業外収益合計 12,899 13,219 

営業外費用     

  支払利息 36 4 

  売上割引 311 276 

  その他 7 3 

  営業外費用合計 355 285 

経常利益 419,294 276,684 

特別損失     

  固定資産除却損 689 1,975 

  特別損失合計 689 1,975 

税引前当期純利益 418,604 274,709 

法人税、住民税及び事業税 156,282 94,117 

法人税等調整額 332 12,669 

法人税等合計 156,615 106,786 

当期純利益 261,989 167,922 
 

攝津製油(2611)平成27年3月期 決算短信(非連結)

- 7 -



（３）株主資本等変動計算書 

  前事業年度(自 平成25年４月１日  至 平成26年３月31日)   

  

  

  (単位：千円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金 
その他利益剰余金 

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金 

当期首残高 1,299,104 1,165,353 1,165,353 188,221 100,000 884,056 1,172,277 

当期変動額               

剰余金の配当           △48,816 △48,816 

当期純利益           261,989 261,989 

自己株式の取得               

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額） 
              

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 213,172 213,172 

当期末残高 1,299,104 1,165,353 1,165,353 188,221 100,000 1,097,229 1,385,450 
 

  

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
自己株式 株主資本合計 

その他有価証券

評価差額金 

評価・換算差額

等合計 

当期首残高 △6,442 3,630,292 35,489 35,489 3,665,782 

当期変動額           

剰余金の配当   △48,816     △48,816 

当期純利益   261,989     261,989 

自己株式の取得 △496 △496     △496 

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額） 

    4,818 4,818 4,818 

当期変動額合計 △496 212,676 4,818 4,818 217,495 

当期末残高 △6,938 3,842,969 40,308 40,308 3,883,277 
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  当事業年度(自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31日)  

  

 

  (単位：千円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金 
その他利益剰余金 

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金 

当期首残高 1,299,104 1,165,353 1,165,353 188,221 100,000 1,097,229 1,385,450 

当期変動額               

剰余金の配当           △48,811 △48,811 

当期純利益           167,922 167,922 

自己株式の取得               

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額） 

              

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 119,111 119,111 

当期末残高 1,299,104 1,165,353 1,165,353 188,221 100,000 1,216,340 1,504,561 
 

  

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
自己株式 株主資本合計 

その他有価証券

評価差額金 

評価・換算差額

等合計 

当期首残高 △6,938 3,842,969 40,308 40,308 3,883,277 

当期変動額           

剰余金の配当   △48,811     △48,811 

当期純利益   167,922     167,922 

自己株式の取得 △103 △103     △103 

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額） 
    37,337 37,337 37,337 

当期変動額合計 △103 119,007 37,337 37,337 156,344 

当期末残高 △7,042 3,961,976 77,645 77,645 4,039,622 
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

  

                      (単位：千円) 

                    前事業年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税引前当期純利益 418,604 274,709 

  減価償却費 127,110 120,301 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,915 12,591 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22,580 11,750 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 2,786 △4,847 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,213 △715 

  受取利息及び受取配当金 △4,802 △4,722 

  支払利息 36 4 

  固定資産除却損 689 1,975 

  売上債権の増減額（△は増加） △60,424 △13,198 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △53,895 20,466 

  その他の資産の増減額（△は増加） △2,297 4,702 

  仕入債務の増減額（△は減少） △132,208 △62,298 

  その他の負債の増減額（△は減少） △96,261 72,900 

  小計 202,459 433,619 

  利息及び配当金の受取額 4,802 4,722 

  利息の支払額 △36 △4 

  法人税等の支払額 △150,380 △160,854 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 56,843 277,482 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △62,253 △147,074 

  有形固定資産の売却による収入 － 49,131 

  無形固定資産の取得による支出 － △4,960 

  短期貸付金の純増減額（△は増加） 76,784 △105,925 

  その他 － △40 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 14,530 △208,868 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  リース債務の返済による支出 △21,936 △19,508 

  配当金の支払額 △48,842 △48,777 

  自己株式の純増減額（△は増加） △496 △103 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △71,275 △68,389 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 98 224 

現金及び現金同等物の期首残高 32,844 32,942 

現金及び現金同等物の期末残高 32,942 33,167 
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（５）財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）
　　　該当事項はありません。

　　（重要な会計方針）

１　有価証券の評価 満期保有目的の債券
　　基準及び評価方 　　……償却原価法（定額法）
　　法

その他有価証券
　時価のあるもの

　時価のないもの
移動平均法による原価法

２　たな卸資産の評 通常の販売目的で保有するたな卸資産
　　価基準及び評価 　総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
　　方法
３　固定資産の減価 (1) 有形固定資産（リース資産を除く）
　　償却の方法 　　　……定額法を採用しております。

　　　　　なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
　　　　　建　　　　物 15～47年
　　　　　機械及び装置 ８～10年
(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
　　　……定額法を採用しております。

(3) リース資産
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　
４　引当金の計上基 (1) 貸倒引当金
　　準

　　　
(2) 賞与引当金

　　　
(3) 役員賞与引当金

　　　
(4) 退職給付引当金

　　　
　　　

(5) 役員退職慰労引当金

５　キャッシュ・フ
　　ロー計算書にお
　　ける資金の範囲

６　その他財務諸表 消費税等の会計処理
　　作成のための基 　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式を採用しております。
　　本となる重要な
　　事項 　

項目
当事業年度

（自　平成26年４月１日

…… 決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法に
より処理し、売却原価は主として移動平均法により算定）

……

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５
年)に基づく定額法を採用しております。

　キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時
引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ
スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資でありま
す。

役員の退職慰労金の支出に備えるため、「役員退職慰労金規程」(内規)に基づく
期末要支給額を計上しております。

　　至　平成27年３月31日）

…… リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しており
ます。

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率によ
り、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を計上しております。

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資
産に基づき当事業年度末において発生していると認められる額を計上しておりま
す。
退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給
額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

従業員の賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額
を計上しております。

役員の賞与の支出に充てるため、当事業年度における支給見込額に基づき計上し
ております。
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　　（持分法投資損益等）
　　　該当事項はありません。

　　（セグメント情報等）

　【セグメント情報】
１．報告セグメントの概要
　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、
　経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としているものであります。
　　当社は、本社に事業部を置き、取り扱う製品について戦略を立案し、事業活動を展開しております。従
　って、当社は、事業部を基礎としたセグメントから構成されており、「油脂事業」及び「化成品事業」の
　２つを報告セグメントとしております。
　　なお、各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は次のとおりであります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
　　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であ
　ります。報告セグメントの利益は、売上高から売上原価及び販売費を差引いた数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　前事業年度（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）

 (注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、物流業務を含んでおります。

　当事業年度（自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日）

 (注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、物流業務を含んでおります。

精製・充填・販売

化成品事業
種界面活性剤の製造販売

セグメント 主たる事業の内容

油脂事業
コーン油・大豆油・米油・ぶどう油・ひまわり油・なたね油等、各種植物油の

（単位：千円）

油脂事業

報告セグメント
合計

化成品事業 計

9,616,642

－ － － 

家庭用・業務用・工業用各種洗剤及び化粧品・医薬部外品、殺菌洗浄剤等、各

9,262,593

その他

9,616,642

売上高

　外部顧客への売上高

354,049

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － 

4,604,656

354,0494,604,656 4,657,936

144,601

1,088,230

5,674,672

計

セグメント資産

セグメント利益 271,097

870,650

4,657,936 9,262,593

その他の項目

74,325

72,637

79,636

74,821
　有形固定資産及び

5,311

計

報告セグメント

油脂事業

　無形固定資産の増加額

セグメント資産 5,514,577

634,967226,471

781,553 4,733,023

セグメント利益

その他の項目

　有形固定資産及び

2,361

6,162

78,826

9,485

4,226

9,255,467

　無形固定資産の増加額

　減価償却費

　又は振替高

計 4,248,655

売上高

　外部顧客への売上高 4,248,655

－ － 

79,048

4,720,401

－ 

9,255,4674,720,401

その他

89,715

89,122

2,184

　セグメント間の内部売上高
－ － 

合計
化成品事業

951,154

687,650

4,659,420

958,747

5,530,071

129,483

（単位：千円）

　減価償却費

81,188

137,065

8,969,057 286,410

286,4108,969,057

151,096

6,676

720

861,439

87,865

5,651,642

151,816144,934
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４．報告セグメント合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 (注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社事務所の建物等であります。

　【関連情報】

　前事業年度（自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報
　　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　(1)売上高
　　 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

　(2)有形固定資産
　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

化成品事業

日清オイリオグループ株式会社 2,456,188 油脂事業及び化成品事業

花王株式会社 3,038,251

（単位：千円）
顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

無形固定資産の増加額

セグメント間取引消去

財務諸表の売上高

全社費用

（単位：千円）
その他

全社資産

報告セグメント計

調整額

財務諸表の資産合計

報告セグメント計

120,301

前事業年度

79,636 81,188 127,110

当事業年度当事業年度 前事業年度

32,436減価償却費

4,226 720

9,485 6,676 37,987

有形固定資産及び
87,492 156,89774,821 151,096

 (注) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に本社事務所の設備投資額及び報告セグメント
　　に配分前の建設仮勘定であります。

8,443 5,080

その他の事項
当事業年度

6,402,819

前事業年度

6,506,427

財務諸表計上額

当事業年度前事業年度

（単位：千円）

報告セグメント計

利益 前事業年度

「その他」の区分の売上高

当事業年度

前事業年度
（単位：千円）

当事業年度売上高

9,616,642

144,601

報告セグメント計

△687,404

89,715

861,439

資産

406,750

「その他」の区分の利益

財務諸表の営業利益

137,065

728,147 854,785

129,483

△681,479

前事業年度 当事業年度
（単位：千円）

「その他」の区分の資産

5,514,577

9,255,467

5,530,071

9,262,593 8,969,057

354,049 286,410

－ －

958,747

263,750
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　当事業年度（自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報
　　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　(1)売上高
　　 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

　(2)有形固定資産
　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

　【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　　該当事項はありません。

　【報告セグメントごとののれん償却額及び未償却残高に関する情報】

　　該当事項はありません。

　【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　　該当事項はありません。

　　（１株当たり情報）

 (注)　１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
　　　　 ません。　　
 　　　２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎

　　（重要な後発事象）
　　　該当事項はありません。

　　（開示の省略）
　　　リース取引、金融商品、有価証券、退職給付、税効果会計、賃貸等不動産、関連当事者との取引につき
　　ましては、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。
　　　また、デリバティブ取引、ストック・オプション等、企業結合等、資産除去債務につきましては、該当
　　事項がありません。

167,922

当期純利益(千円)

前事業年度 当事業年度

261,989 167,922

１株当たり純資産額

（自　平成25年４月１日 （自　平成26年４月１日

普通株式の期中平均株式数(千株)

－ 普通株主に帰属しない金額(千円) － 

261,989

331.05円 

１株当たり当期純利益金額 21.47円 13.76円 

318.23円 

12,203 12,202

普通株式に係る当期純利益(千円)

　　至　平成26年３月31日）
（自　平成25年４月１日

　　至　平成27年３月31日）
（自　平成26年４月１日

前事業年度 当事業年度

　　至　平成26年３月31日） 　　至　平成27年３月31日）

（単位：千円）

化成品事業花王株式会社

関連するセグメント名

3,101,646

顧客の名称又は氏名 売上高

2,430,451日清オイリオグループ株式会社 油脂事業及び化成品事業

攝津製油(2611)平成27年3月期 決算短信(非連結)
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６．その他 
 

（１）役員の異動 

   本日、別途「役員の異動及び執行役員人事に関するお知らせ」にて開示いたします。 

 

 

（２）その他 

【生産、受注及び販売の状況】 

     （１）生産実績 

セグメントの名称 
前事業年度 

（平成 25年 4月～平成 26年 3月） 

当事業年度 

（平成 26年 4月～平成 27年 3月） 

油 脂 事 業                  10,560  屯                   9,225  屯 

化 成 品 事 業                  27,865  屯                  27,422  屯 

   

 （２）受注状況 

        受注生産は行っておりません。 

 

    (３) 販売状況 

     販売状況は「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」に記載のとおりであります。 
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